
完成品エアーヒータの型名指定方法

品種分類 電圧－電力／（管サイズ）（吹出口形状）（構造分類）
／エアーの入口仕様－出口仕様 ／オプション

黒字の項目と青字の項目は必須（省略不可）。緑字の項目は省略可（標準仕様となる）。
緑字の項目で１つのみを記入した場合は熱風出口をさす。

ＳＡＨ 標準形エアヒータ。オプションとしてセンサー可

品種分類 ＰＡＨ 白金発熱体のヒータ。センサーのオプション可

ＣＬＨ クリーンヒータシリーズ。センサーオプション可

ＭＡＸ，ＴＳＨ，ＮＣＨ，８００Ｘ，ｅｔｃ． 専用ブランド名

電圧－電力 例えば２００ｖ－６５０ｗと表記。ただし２００－６５０の様にｖ，ｗを
省略してもかまわない。

管サイズ 適合石英管の外径サイズの整数部分（１～２桁）で表す。主に使うのは ４，
６，１０，１５，１８，２９，３８。そのなかでも１０と１５が主力商品
大型ヒータで複数の管を束ねた構造の場合、例えば１８＊６（１８管が６本）と
記す。クリーンヒータの様な二重ガラス構造の場合、外側のガラス管外径

吹出口形状 Ａ ストレート
Ｂ 絞りノズル（ラッパ状も変形ノズルもＢ型と拡大解釈する）
Ｃ スリットノズル
Ｐ 先端ネジ
Ｘ 上記以外の特注仕様

構造分類 Ｈ 金属ケース標準型（入口がネジ）
Ｆ 金属ケースで入口がワンタッチ継手
Ｍ 金属ケースで入口がホース口 ※ハイベック社はＢ
Ｍｐ 金属ベースのみ保護管無しの品種
Ｇ セラミックベースで入口がホース口 ※ハイベック社はＣ
Ｘ 上記以外の特注仕様

オプション オプション指定では新たな機能，部品が加わる場合には＋を付ける。
特殊な材質の指定だったり、寸法が異なるだけのときは＋を付けない

＋Ｓ ⇨センサー（Ｋ熱電対）付き。＋２Ｓはセンサー２系統付き
＋Ｓ（ｄ）は素線径ｄが標準ではない場合の表記方法
＋Ｓ（Ｒ）はセンサーがＲ熱電対の場合
＋Ｓ（Ｌ）はセンサー位置（Ｌ）が標準で無い場合の表記
＋２Ｓ（Ｌ１／Ｌ２）は２センサー型でのセンサー位置表記
＋Ｓ（Ｌ／Ｃ）はセンサー位置がＬで中心配置

（ＴＦ） ⇨テフロン電線仕様



オプション Ｓ＝Ｌ ⇨センサーリードがＬｍｍ。「＝」は省略可
Ｐ＝Ｌ ⇨電源リードがＬ ｍｍ。「＝」は省略可
Ｓ＝Ｌ１，Ｐ＝Ｌ２ ⇨センサーリードがＬ１ ｍｍ，電源リードがＬ２ ｍｍ
Ｓ，Ｐ＝Ｌ ⇨センサー，電源リードともＬｍｍ
＋ＭＴ ⇨金属保護管を追加
（ＴＦ） ⇨テフロン電線仕様
＋ＣＰ ⇨石英管をセラミック管に変更

長さなどを示す数字の単位が「ｍｍ」の場合は単位を省略する。それ以外の
場合は必ず単位を明記する事

オプション ＋Ｓ ⇨センサー付き
記入例 ＋２Ｓ ⇨２系統のセンサー付き

Ｓ５ｍ，Ｐ３ｍ ⇨センサーリード５ｍ，電源リード３ｍ
Ｓ１ｍ（ＴＦ），Ｐ１ｍ ⇨センサーリード１ｍ（テフロン），電源リード１ｍ
Ｓ，Ｐ１．５ｍ ⇨センサー，電源リードとも１．５ｍ
Ｓ（１８／１４７） ⇨センサー位置が１８㎜と１４７㎜
Ｓ（１２／－３０） ⇨センサー位置が１２㎜とマイナス３０㎜
Ｓ（２０／Ｃ） ⇨センサー位置が２０㎜でセンター配置
Ｓ，Ｐ１ｍ（ＴＦ） ⇨センサー，電源リードとも１ｍでテフロン仕様
特 ⇨特殊な仕様が含まれるので、要図面参照

以下は型名表記の実例

型名表記（例） 仕様内容の解説

ＳＡＨ１００－１５０／１０ＡＦ６ ＳＡＨの１００ｖ－１５０ｗ，１０ＡＦ６（加熱管φ１０，Ａ型，ワンタ
ッチ継手φ６用付）の標準仕様

ＭＡＸ１００－１８０／６ＰＭ／Ｍ８ ＭＡＸの１００ｖ－１８０ｗ，６ＰＭ型（加熱管φ６，エアー出口がネ
ジで入口がホース口）。熱風出口はＭ８ネジ

ＳＡＨ１００－３５０／１０ＰＨ／（Ｒ１／４－Ｍ１２Ｆ） ＳＡＨの１００ｖ－３５０ｗ，１０ＰＨ（加熱管φ１０，ＰＨ型→先ネジ，
金属ケース）エアーＩＮ：Ｒ１／４，ＯＵＴ：Ｍ１２Ｆ

ＭＡＸ１００－１８０／６ＢＭ／φ２／Ｓ，Ｐ１ｍ（ＴＦ） ＭＡＸの１００ｖ－１８０ｗ，６ＢＭ（加熱管φ６，ＢＭ型（Ｂ型ノズル，
金属ケース，ホース口），熱風出口φ２，センサー
及び電源リードともテフロン仕様で１ｍ

ＣＬＨ２００－３００／１５ＰＨ／（Ｒ１／８－Ｒ１／４） ＣＬＨの２００ｖ－３００ｗ，１５ＰＨ型。エアー入口がＲ１／８，出口が
／＋Ｓ（０．３２） Ｒ１／４。センサーリードは素線径φ０．３２

ＳＡＨ２００－１．２ｋ／１０＊６ＰＨ／（Ｒ１／８－Ｒ１／４） ＳＡＨの２００ｖ－１．２ｋｗ，１０＊６ＰＨ（φ１０加熱管が６本入のＰＨ型）
エアー入口Ｒ１／８－出口Ｒ１／４

ＳＡＨ２２０－１２ｋ／１８＊６ＸＨ／＋２Ｓ ＳＡＨの２２０ｖ－１２ｋｗ，１８＊６ＸＨ型（φ１８加熱管が６本入，ＸＨは
特注仕様のＨ型）。２センサータイプ

ＰＡＨ１００－８００／１０ＡＨ／＋Ｓ（Ｒ）／Ｓ１．５ｍ ＰＡＨの１００ｖ－８００ｗ，１０ＡＨ型。センサー（Ｒタイプ）付。
センサーリード１．５ｍ



エアー入口仕様 詳細

Ｈ型の場合 ⇨ Ｒ１／８，Ｒ１／４，Ｒ３／８，Ｍ１２，Ｍ２２，Ｍ８ など。尚インチサイズのネジの表記は
「／」が区切り記号と混乱するので（ ）でくくる。尚、ＰＴという表記
はＲに変更する。 １／８ＰＴ→（Ｒ１／８）， １／８ＰＴ－１／４ＰＴ→（Ｒ１／８－Ｒ１／４）
※メネジの場合はＦを追記する。 （例）Ｒ１／４Ｆ，Ｍ１２Ｆ

Ｆ，Ｇ，Ｍ型 ⇨ 構造分類、例えばＦの後に適合チューブ外径を示す数字６とか１０を入
れる。Ｇ，Ｍ型の場合はＧとかＭのみの場合は標準のホースサイズ。
特殊な場合はホース口外径を示す数字５とか１２を入れる。

最も標準的なエアー入口サイズ（記入を省略した場合はこの仕様となる）

石英管外径⇨ ４ ６ １０ １５ １８ ２９

－Ｈ型の場合 Ｒ１／８ Ｔ Ｒ１／８ Ｒ１／４ Ｒ３／８
－Ｆ型の場合 φ６ 用 φ１０用 φ１０用
－Ｇ型の場合 φ１０ホース φ１０ホース
－Ｍ型の場合 φ２．５ ホース φ３ ホース φ１０ホース

エアー出口（熱風吹出口）仕様 詳細

Ａ型の場合 ⇨記入なし

Ｂ型の場合 ⇨φｄ又はφｄ＊Ｌ（吹出口内径×ストレート部長さ）

Ｃ型の場合 ⇨ｔ＊ｗ（スリット隙間×横幅）

Ｐ型の場合 ⇨（Ｒ１／８Ｆ），（Ｒ１／４），（Ｒ３／８），Ｍ５，Ｍ１２Ｆ，Ｍ２２ など

最も標準的な吹出口サイズ（記入を省略した場合はこの仕様となる）

石英管外径⇨ ４ ６ １０ １５ １８ ２９

ＡＨ型の場合 φ８．５ φ１２．５ φ１５ φ２５
ＢＨ型の場合 φ２．０ φ２．０ φ４．０ φ６．０
ＣＨ型の場合 ０．５＊２６ ０．５＊２６ １．０＊２６ １．０＊２６
ＰＨ型の場合 Ｍ１２Ｆ－Ｐ１ Ｍ１７Ｆ－Ｐ１ Ｍ２１Ｆ－Ｐ１ Ｍ３２Ｆ－Ｐ１

ＡＦ型の場合 φ８．５ φ１２．５
ＢＦ型の場合 φ２．０ φ２．０
ＣＦ型の場合 ０．５＊２６ ０．５＊２６
ＰＦ型の場合 Ｍ１２Ｆ－Ｐ１ Ｍ１７Ｆ－Ｐ１ Ｍ２１Ｆ－Ｐ１

ＡＧ型の場合 φ８．５ φ１２．５
ＢＧ型の場合 φ２．０ φ２．０
ＣＧ型の場合 ０．５＊２６ ０．５＊２６

ＡＭ型の場合 φ３ φ４ φ８．５
ＢＭ型の場合 φ１．５ φ１．５ φ２．０
ＣＭ型の場合 １．０＊３ ０．５＊２６
ＰＭ型の場合 Ｍ５Ｆ－Ｐ０．８ Ｍ１２Ｆ－Ｐ１


